
第２号様式（第５条関係） 

 

ＳＤＧｓおおたスカイパートナー宣言書 

 

(宛先)大田区長 

 

私たちは、ＳＤＧｓの内容を理解し、以下のとおり、大田区とともにＳＤＧｓの推進に取

り組むことを宣言します。 

 

＜宣言日＞ 2024 年 11 月 1 日 

事業者情報 

事業者名 株式会社 JTB 蒲田店 

代表者 職・氏名 
職名 店長 

氏名 花田 光一 

ホームページ URL（任意） https://stores.jtb.co.jp/j3348-0 

事業者ロゴ（任意） 
 

 

事業者としての 2030 年のあるべき姿 

・地球の豊かさを守ります。交流を通して、自然との触れ合いにより地球への愛情を育み、共生や持

続可能性を実現します。・社会を発展させます。交流は社会を発展させる原動力です。イノベーショ

ンを創出し、経済を活性化させ、平和に貢献します。・人を満たすよう努力します。交流は、人間の

よくありたいという願いをかなえます。感動や共感、学びの機会を創出し、心身の健康に寄与しま

す。３つの交流を柱とし、交流創造事業により価値を最大化していきます。そしてサステナブルでよ

り良い世界を実現していきます。 

これまでに取り組んでいる・これから取り組みたいＳＤＧｓ17のゴール・目標（複数選択可）  

（これまでに取り組んでいるゴール・目標：○ これから取り組みたいゴール・目標：●）  

      

      

      

 〇   〇  

     

 

● 〇 〇    



 

目標の達成に向けた取組内容等 

関連するゴール

の数字を記入

（複数記入可） 

これまでの取組内容 これからの取組内容 

13 
地域の清掃活動や植林活動などをお客

様と共に行う。 

開催箇所や頻度を増やし、活動する機

会を設ける。今後も様々な取り組みを

通じ持続性が重要 

14 
ペーパーレスの推進 

（デジタルの活用） 

店舗内で更に加速させ、顧客へ手交す

る機会が多い要望を 2030年にはメー

ルアプリを活用し 100％電子になるよ

うに推進していく 

15 
旅行という非日常体験により感動する

場面を作るための提案・提供 

より深い感動や共感を追求できる場の

創出。イベントや説明会の実施など 

8 
働く社員の意識調査、動画などの学習

ツールの活用、個別面談等 

人が財産を念頭に、社員の働きやすさ

や意見を尊重する会社を引き続き継続

していく 

11 商店街と連携した地域イベント活動 

地域企業や産業と連携し、地域活動へ

の積極的な参加、 

駅前立地を生かした情報発信拠点 

 


